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活
用
言
の
冊
子』
・

本
居
春
庭・『
活
語
断
続
譜』
・「

詞

八
衝』
・『

御
園
詞
活
用
抄』

要
旨

『活用言の冊子jについて

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
『
活
用
言
の
冊
子』
は 、
内
容
的に
も
時間
的に

も 、
流
布
本『
御
国
詞
活
用
抄」
の
原
本
と
認め
ら
れ
ない。
『
活
用
言
の

冊
子』
は
相
当
高
度
な
内
容
を
持っ
て
お
り 、
こ
れ
を
本
居
宣
長が
独
力

で
編
集で
き
る
能
力
を
持っ
て
い
た
か
ど
う
か 、
極
めて
疑
わ
しい。

と
こ
ろ
で 、
『
活
用-一百の
冊
子」
の
文
法
的
内
容は
本
居
春
庭
の『
詞
八

衡」
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り 、
『
詞
八
街』
は『
活
用
言の
冊
子』
を
基

と
す
れ
ば 、
鈴
木
肢
の
『
活
語
断
続
譜』
を
参
照
し
な
く

て
も
成
立し
得

た
と
考
え
ら
れ 、
む
し
ろ
『
詞
八
衝』
の
成
立に
あ
たっ
て
は
「
活
語
断

続週間」
の
学
説
は
積
極
的に
排
除
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る 。

文
法
的
内
容 、
そ
の
他の
状
況
を
考
慮
す
る
と 、
『
活
用
言
の
冊
子』
は

そ
の
筆
者で
も
あ
る
春
庭
が
基
礎
的な
部
分
を
編
集
し
た
と
み
た
方が 、

宣
長
の
著
作
と
す
る
よ
り
も
蓋
然
性が
高い
と
考
え
ら
れる 。

lま

め
じ

注
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伴
信
友
が
「
詞
八
衡
の
お
や
書
と
い
ふ
べ
し
」
(
『
鈴
屋
翁
略
年
譜」)
と
位
置
付

け
て
い
る
『
御
園
詞
活
用
抄」

は
長
く
写
本
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
に、

な

十ケ

純

太
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回

か
な
か
そ
の
原
形
は
推
測
の
城
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た。

し
か
る
に、

昭
和

四
十
五
年
に
至
っ
て、
「
御
園
調
活
用
抄』
の
原
形
と
目
さ
れ
る
本
居
春
庭
筆
『
活

用
言
の
冊
子」
(
以
下
「
冊
子』

と
略
称)

が
『
本
居
宣
長
全
集
第
五
巻』

に
翻
刻

さ
れ
て
広
く
学
界
に
紹
介
さ
れ
た。
新
資
料
の
出
現
に
よ
り、
『
御
園
調
活
用
抄』

を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
か
え
っ
て
複
雑
さ
を
増
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

本
稿
は

『
冊
子」
が
国
語
学
史
上
に
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
を、

主

と
し
て
そ
の
文
法
論
的
内
容
か
ら
論
ず
る
も
の
で
あ
る。注

2

ま
ず、
「
冊
子』
原
本
を
調
査
し
た
結
果、

筑
摩
版
全
集
第
五
巻
の
翻
刻
及
び

解
題
に
少
し
く
補
足
の
要
を
感
じ
た
の
で、

報
告
し
て
お
き
た
い
。

第
一

に、

宣
長
及
び
田
中
道
麿
の
書
入
に
つ
い
て。
「
冊
子」
に
こ
の
二
人
の

書
入
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
従
来
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
が、
今
回
調
査
し
た
結
果、

そ
れ
ぞ
れ
の
書
入
が
一

度
ず
つ
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た。

道
麿
の
書
入
は、

墨
書
貼
紙
及
び
朱
筆
に
よ
る
直
接
書
入
の
二
種
類
が
認
め
ら

注
3

れ、

本
居
清
造
も
述
べ
て
い
る
通
り、

墨
書
貼
紙
を
行
っ
た
後
で
朱
筆
に
よ
る

直
接
書
入
が
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る。

そ
し
て、

後
者
の
書
入
は
天
明

二
年
十
月
八
日
以
降
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が、

筑
摩
版
全
集
第
十
七
巻
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所
収
の
道
麿
宛
宣
長
書
簡(
書
簡
番
号七二)
か
ら
推
定
さ
れ
る 。
一
方 、
宣
長

の
書
入
は
墨
筆
で
細
書
さ
れ
た
も
の
が
多い 。
そ
の
内
容
を
詳
し
く
分
析
し
て

み
る
と 、
宣
長
の
書
入
は
数
次
に
わ
た
る
こ
と
が
判
明
す
る 。

宣
長
が
二
度以
上
『
冊
子』
に
書
入
を
行っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
は 、
調
査

の
結
果 、
次
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る 。
①
「
冊
子』
に
は
本

来 、
ワ
行
上
二
段
動
詞
を
集
め
る
第
廿
三
会
が
あ
り 、
ヒ
キ
ウ(
率
二
語
が
挙

げ
ら
れ
て
い
た
が 、
後
に
こ
の
会
全
体
が
抹
消
さ
れ 、
旧
第
廿
六
会(
後の
第
廿

五
会)
に
あ
る「
O
ヰ
ヰ
ル
率」
の
左
に
宣
長
が
「
ヒ
キ
ヰ
同」
と
小
さ
く

書
き
入
れ
て
お
り 、
そ
の
書
入
が
抹
消
さ
れ
た
上
に 、
次
行に「
企
ヒ
キ
ヰ
ル」

と
春
庭
が
書い
て
い
る 。
こ
れ
は 、
宣
長
の
指
示
に
よ
り「
率」
の
活
用パ
タ

ー
ン
が
組
替
え
ら
れ
た
た
め 、
旧
第
廿
三
会
か
ら
第
廿
六
会
が一
つ
ず
つ
繰
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
が 、
新
第
廿
六
会
以
降
は
繰
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

に
も
拘
ら
ず 、
道
麿
の
書
入
が
二
回
分
と
も
認
め
ら
れ
る
か
ら 、
こ
の
変
更
は

道
麿
の
書
入
が
行
わ
れ
る
以
前
に
宣
長
の
意
向
に
よっ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る 。
②
本
来 、
「
冊
子」
で
は
第
十
六
会(カ
行上二
段)
の
次
は
第
十
七

会(タ
行上二
段)
で
あっ
た 。
と
こ
ろ
が 、
そ
の
行
間
に
宣
長
が
「
O
シ
ス

ス
ル」
と
頭
書
し
ホ
リ
ス
以
下
五
語
を
そ
の
下
に
補
入
し
た 。
そ
し
て 、
そ
の

右
側
に
道
麿
が
「
第
十
六
会
ノ
下」
と
朱
筆
で
標
目
を
書
き
入
れ
た 。
そ
の
後

宣
長
は 、
「
O
シ
ス
ス
ル」
と
い
う
頭
書
の
下
に「ハ
ナ
シ」
(こ
の
会
取
り

消
し
とい
う
意
味で
あろ
う)
と
書
き
入
れ
た
上
に 、
道
麿
が
奮い
た
標
固
ま
で

ホ
リ
ス
以
下
五
語
と
も
ど
も
墨
線
で
抹
消
し
た 。
抹
消
さ
れ
た
五

語lllい
わ

ゆ
る
サ
変
複
合
動
詞
は
第
廿
四
会
に
宣
長
の
手で
補
入
さ
れ
た 。
そ
し
て 、
ツ

ミ
ス
の
下
に
宣
長
は
「
第
十
六
下」
と
い
う
標
目
を
新
た
に
設
げ
て 、
自
ら
オ

ハ
ス・
マ
ヰ
ラ
ス
の
二
語
を
細
字
で
書
き
込
ん
だ 。
こ
れ
は 、
道
麿
の
書
入
の

後
に
宣
長
が
手
を
加
え
た
例
と
認
め
ら
れ
る 。
③
『
冊
子』
に
は
「
附
録」
と

し
て
形
容
動
調
の
語
幹
が
宣
長
に
よ
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
こ
の
部
分
に
は

道
麿
や
春
庭
の
筆
跡
が一
切
見
ら
れ
ず 、
こ
れ
も
道
麿
の
書
入
以
降
に
宣
長
が

書
入
を
行っ
た
例
と
み
ら
れ
る 。

第二
に 、
『
冊
子」
に
宣
長
宛
道
麿
書
簡
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告

注
4

し
て
お
き
た
い 。
そ
の
内
容
は
『
擬
集
古
録』
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
の
情
報

で
あ
り 、
天
明二
年
十
月
八
日
付
の
道
麿
宛
宣
長
書
簡
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ

せ
る
と 、
こ
の
書
簡
が
九
月
十
七
日
ま
た
は
廿
四
日
付
の
宣
長
宛
道
麿
書
簡
の

一
部で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る 。
こ
れ
は
「
冊
子」
が
天
明二
年
九
月
上
旬

に
は
道
麿
の
手
元
に
あ
り 、
九
月
十
七
日
ま
た
は
廿
四
日
に
本
居
家に
送
ら
れ

た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

こ
れ
ら
の
事
実
を
総
合
す
る
と 、
「
冊
子』
は
天
明
年
間
に
複
雑
な
過
程
を
経

て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。
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右
に
論
じ
た
よ
う
に 、
『
冊
子』
は
天
明
年
間
に
成
立
し
て
い
た
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う 。
そ
こ
で 、
『
冊
子』
の
著
者
と
目
さ
れ
て
い
る
宣
長
の
天
明
年
間
に

お
け
る
文
法
学
説
を
調
査
し
て
み
る
と 、
『
冊
子」
と
の
聞
に
意
外
な
落
差
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
く
る 。

室
長
の
こ
の
時
期
の
文
法
学
説
を
伺
え
る
著
作
と
し
て 、
『
て
に
を
は
紐

鏡」
・『
詞
の
玉
絡
で『
漢
字三
音
考」・「
古
事
記
侍」
が
挙
げ
ら
れ
る 。

ま
ず 、
『
て
に
を
は
紐
鏡」
(
明和八
年
刊)
の
文
法
学
説
を
主
に
活
用
体
系
の

問
題
か
ら
検
討
し
て
み
た
い 。
『
冊
子』
が
宣
長
の
著
作
で
あ
る
な
ら
ば 、
こ
の

二
書
は
発
展
開
係
に
あ
る
と
み
るべ
き
で
あ
る 。
表
1
に
両
者
の
文
法
体
系
を

比
較
し
て
お
い
た
が 、
『
て
に
を
は
紐
鏡」
か
ら「
冊
子』
へ
発
展
す
る
た
め
に

は
二
つ
の
条
件
が
必
要
と
な
る 。
第一
に
下二
段
活
用
と
上
二
段
活
用
を
区
別



『活用言の冊子jについて
す
る
こ
と、

第
二
に
『
て
に
を
は
紐
鏡」

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
助
動
調
類
を
削

除
し、
『
て
に
を
は
紐
鏡」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
上
一

段
活
用
や、

一

部
の
行

の
上
二
段
活
用
な
ど
を
増
補
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一

の
条
件
は
各
用
言
の
縦

の
活
用
体
系(
活
用
パ
タ
ー
ン)、

特
に
未
然、

連
用
両
形
に
対
す
る
明
確
な
認
識

が
必
要
で
あ
り、

第
二
の
条
件
は
用
言
全
体
の
活
用
体
系
を
も
れ
な
く
把
握
す

る
と
い
う
横
の
活
用
体
系
の
把
握
が
必
要
で
あ
る。

こ
の
二
つ
の
条
件
を
ク
リ

ア
で
き
る
文
法
学
説
を
宣
長
は
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か。

注
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こ
こ
で
『
詞
の
玉
緒』
(
天
明
五
年
刊)
六
之
巻
ナ
ム
の
項
に
は、

四
段
活
用
の

未
然
形
と
下
二
段
活
用
の
未
然
形
が
全
く
別
の
も
の
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
お

り、

未
然
形
と
い
う
概
念
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。

特
に、

カ
変
動
詞
の
活
用
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は、

変
格
活
用
と
認
め
て
い
な

い
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
苦
し
い
説
明
を
行
っ
て
い
る。

ま
た、
『
て
に
を
は

紐
鏡」

で
は
第
二
十
一

段
に
置
い
て
い
る
カ
変
動
詞
を
『
て
に
を
は
紐
鏡」

第

十
九
段
か
ら
第
三
十
二
段
ま
で
の
下
二
段
・

上
二
段
活
用
の
一

群
の
中
に
埋
没

さ
せ
て
お
り、

同
様
の
記
述
は
『
調
の
玉
緒』

に
も
見
出
さ
れ、

横
の
活
用
体

系
の
把
握
に
も
不
明
確
な
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
共

に、
『
詞
の
玉
緒』

全
巻
を
通
読
し
て
も
未
然
形・
連
用
形
に
関
す
る
明
確
な
認

識
を
裏
付
け
る
記
述
は
見
出
さ
れ
な
い
。

な
お、
「
冊
子』
成
立
約
十
年
後
の
寛

政
十
二
年
に
出
た
『
詞
の
玉
緒」

補
刻
版
で
も、

右
に
指
摘
し
た
箇
所
に
は
補

訂
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と、
「
冊
子」
成
立
後
も
宣
長
は

『
詞
の
玉
緒』

の
記
述
に
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

一

方、
『
漢
字
三
音
考』
(
天
明
五
年
刊)

の
「
皇
園
言
語
ノ
事」

に
は、

四
段

活
用
動
詞
を
例
に
し
て、

五
十
音
図
の
各
段
に
動
詞
の
活
用
形
と
し
て
の
意
味

注
6

を
説
い
て
い
る
が、

二
段
活
用
系
の
動
詞
や
形
容
詞
に
つ
い
て
は
明
確
な
記
述

注
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が
見
ら
れ
ず、

谷
川
士
清
や
賀
茂
真
淵
ら
の
活
用
観
か
ら
ど
の
程
度
進
歩
し
て

い
た
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た、
『
古
事
記
傍」
に
も
縦
横
両
方
向
に
わ
た
っ
て
の
活
用
体
系
へ
の
明
確

な
記
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る。

そ
れ
ど
こ
ろ
か、
『
古
事
記
侍』
四

之
巻
(
明
和
四
年
脱
稿)

で
宣
長
は
「
卜
相
而」

を
ウ
ラ
へ
テ
と
訓
む
べ
き
で
あ

ウ

ラ

ハ

ム

ウ

ラ

ヘ

る
こ
と
を
述
べ
た
後、

ウ
ラ
フ
の
活
用
に
つ
い
て、
「
字
良
波
牟
字
良
問
な
ど
も

注
8

云
な
り
」

と
述
べ
て
い
る。

ウ
ラ
フ
は
現
在
で
は
下
二
段
活
用
と
認
定
さ
れ
て

注
9

い
る
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
宣
長
を
批
判
す
る
こ
と
は
倦
越
に
過
ぎ
る
が、

正

し
い
活
用
認
識
が
宣
長
に
あ
っ
た
な
ら
ば、

活
用
語
尾
が
ハ

行
の
動
調
で
ム
に

接
続
す
る
形
が
ハ
で、

テ
に
接
続
す
る
形
が
へ
に
な
る
動
調
は
存
在
せ
ぬ
こ
と

に
気
付
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
事
実
を
総
合
す
る
と、
「
冊
子』
を
天
明
年
間
に
宣
長
が
独
力
で
編
集

で
き
る
能
力
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る。

か
く
て、
『
冊
子』
の
著
者
を
宣
長
と
す
る
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た。

と
こ
ろ
が、

一

般
に
「
冊
子」

を
原
本
と
し
て
成
立
し
た
と
さ
れ

る
『
御
園
詞
活
用
抄」

に
は
「
本
居
先
生
州
稿
」

と
著
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る

の
が
普
通
で
あ
り、
『
御
園
詞
活
用
抄」
は
宣
長
の
著
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
は
前
節
に
論
じ
た
と
こ
ろ
と
異
な
っ
た
理
解
で
あ
り、
『
御
園
調
活
用
抄」

と
『
冊
子」

の
関
係
を
論
じ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う。

「
御
園
調
活
用
抄』

は
明
治
十
九
年
ま
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
く、

写
本

注
叩

の
形
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
に
異
本
が
多
く
あ
り、

現
存
す
る
も
の
の
中
い

ず
れ
の
本
が
一

番
原
初
の
形
態
を
伝
え
て
い
る
か
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
筆
者
が
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
注
目
に
示
し
た
十
二
本
で
あ
る
が、

そ
の
中
で
最
も
古
態
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
『
活
語
活
用
格」
(
『
文
莫』
第
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表1 rてにをは紐銭j • r活用言の冊子』・原『活語活用格』三本格成対照表

Iてにをは紐鏡j 『活用言の冊子j
カ行四段 33.1く・けJ(カ行四段) 第 1 会 カ・キ・ク・ケ(カ行四段)
サ行四段 34.1す・せJ(サ行四段) 第 2 会 サ・シ・ス・セ(サ行四段)
タ行四段 35 .1つ・てJ(タ行四段) 第 3 会 タ・チ・ツ・テ(タ行四段)
ノ、行四段 36.1ふ・へJ(ハ行四段) 第 4 会 ハ・ヒ・フ・へ(ハ行四段)

マ行四段 37 .1む・めJ(マ行四段) 第 5 会 マ・ミ・ム・メ(7行四段)
ラ行四段 38.1る・れJ(ラ行四段) 第6 会 ラ・リ・ル・レ(ラ行四段)
フ変 7.1り・る・れJ(あり・をり) 第6会別 「リトスワルJ(ラ変)

助動詞ラ変系 9.1なり・なる・なれJ(助動詞) 第6 会別 「リトスワルJ(助動詞)
助動詞ラ変系 1 0 .1たり・たる・たれJ(助動詞) 第6会別 「リトスワルJ(助動詞)
助動詞ラ変系 1 1.1けり・ける・けれJ(助動詞 ) 第6会別 「リトスワルJ(助動詞)
助動詞ラ変系 1 2 .1めり・める・めれJ(助動詞) 第6 会別 「リトスワルJ(助動詞)
ラ変系複合語 1 3 .1けり・ける・けれJ(語尾け+リ) 第6 会別 「リトスワルJ(語尾け+り)
ラ変系複合語 1 4.1せり・せる・せれJ(語尾せ+り) 第6会別 「リトスワルJ(語尾せ+り)
ラ変系複合語 1 5.1てり・てる・てれJ(語尾て+り) 第6会別 「リトスワルJ(語尾て+り)
ラ変系複合語 16.1へり・へる・へれJ(語尾へ+り) 第6会別 「リトスワルJ(語尾へ+り)
ラ変系複合語 18 .1れり・れる・れれJ(語尾れ+り) 第6会別 「リトスワルJ(語尾れ+り)
カ行下二 24.1く・くる・くれJ(カ行下二) 第 7 会 ケ・ク・クル(カ行下二)
サ行下二 25.1す・する・すれJ(サ行下二) 第8 会 セ・ス・スル(サ行下二)
タ行下二 26.1つ・つる・つれJ(タ行下二・上ニ ) 第 9 会 テ・ツ・ツル(タ行下二)
ナ行下二 27.1ぬ・ぬる・ぬれJ(ナ変・ナ行下二) 第10会 ネ・ヌ・ヌル(ナ行下二)
ノ、行下二 28.1ふ・ふる・ふれJ(ハ行下二・上二) 第1 1 会 へ・フ・フル(ハ行下二)

マ行下二 29.1む・むる・むれJ(マ行下二・上二) 第1 2会 メ・ム・ムル(マ行下ニ)
ヤ行下二 30.1ゆ・ゆる・ゆれJ(ヤ行下二) 第13会 エ・ユ・ユル(ヤ行下二)
ラ行下二 31 .1る・るνるれJ(ラ行下二) 第14会 レ・ル・ル，(ラ行下二)
ワ行下二 32.1う・うる・うれJ(ワ行下二) 第15会 ヱ・ウ・ウル(ワ行下二)
カ行上二 ナシ 第16会 キ・ク・クル(カ行上二)
四段・下二両様活 ナシ 第16下 (1オハス、マヰラス」一宣長補)
タ行上二 26.1つ・つる・つれJ(タ行下二・上二) 第1 7会 チ・ツ・ツル(タ行上二)
ナ変 27.1ぬ・ぬる・ぬれJ(ナ変・ナ行下二 ) 第18会 ニ・ヌ・ヌル(ナ変)

原『活語活用格j
第l 会
第 2 会
第 3 会
第 4 会
第 5 会
第6 会
第6会別
第6 会別
第6会別
第6会別
第6会別
第6 会別
第6会別
第6会別
第6会別
第6会別
第 7 会
第8 会
第 9 会
第10会
第1 1 会
第1 2会
第1 3会
第14会
第15会
第16会
ナシ
第17会
第 3 会下・第18会

。。
F・4



ド
ュ
や
は
『
体
EQ
仰
匪
犯』

ノ、行上二 28 .1ふ・ふる・ふれJ(ハ行下二・上二) 第19会 ヒ・フ・フル(ハ行上二) 第19会
マ行上二 29 .1む・むる・むれJ(マ行下二・上二) 第20会 ミ・ム・ムル(マ行上二) 第20会
ヤ行上二 ナシ 第21会 イ・ユ・ユル(ヤ行上ニ) 第21会
ラ行上二 ナシ 第22会 リ・ル・ル，(ラ行上二) 第22会
ワ行上二 ナシ 〔第23会 ヰ・ウ・ウル)(ワ行上二…ヒ 第23会(但し 「居」一 語をアナ

キウ 「率」一語を挙げ、後に抹消) ノ、行ー音下二と共に挙ぐ)
一音下二 21 す、く、う、ぬ、ふ(一音動 詞… サ 第23会(アナハ行一音下二) 等23会(ワ行上二 「居」を含む)

変・カ変、アナハ行下二)
サ変・カ変 21 . 第24会(サ変・カ変) 第1 6会下(サ変複合)・第24会
アカナハマワ行上ー ナシ 第25会(アカナハマワ行上ー ) 第25会(1ける」・ 「ぬるjを含む)

形容詞ク活系 1 .1し・き・けれJ(べし・形容詞ク活) 第2 6会 シ・カ・キ・ク・ケ(形容 詞 ク 活 第2 6会
… 「何ベシ」は宣長補)

形容詞シク活 2 .1し・しき・しけれJ(形容詞シク活) 第27会 シ・シキ・シカ・シク・シ ケ(形 第27会
容詞シク活)

助動詞特活 3 .1き・し・しかJ(助動詞) ナシ ナシ
複合助動詞 4 .1にき・にし・OJ(に+き) ナシ ナシ
複合助動詞 5 .1てき・てし・OJ(て+き) ナシ ナシ
助動詞特活 6.1ず・ぬ・ねJ(助動詞) ナシ ナシ
助動詞ナ変系 19 .1ぬ・ぬる・ぬれJ(助動詞) ナシ ナシ
助動詞下二系 20.1つ・つる・つれJ(助動詞) ナシ ナシ
助動詞下二系 22 .1す・する・すれJ(助動詞) ナシ ナシ
助動詞下二系 23 .1る・るνるれJ(助動詞) ナシ ナシ
助動詞四段系 39 .1ん・めJ(助動詞) ナシ ナシ
助動詞四段系 40 .1らん・らめJ(助動詞) ナシ ナシ
助動詞四段系 41.1けん・けめJ(助動詞) ナシ ナシ
複合助動詞 42 .1なん・なめJ(ぬ+ん) ナシ ナシ
複合助動詞 43.1てん・てめJ(つ+ん) ナシ ナシ
ラ変系複合語 8 .1せり・せる・せれJ(サ変+り) ナシ ナシ
ラ変系複合語 17 .1めり・める・めれJ(語尾め+り) ナシ ナシ
(注) rてにをは紐鏡jの数字は段数を表す

0'> 
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五
号に
複
製)
で
あ
る
と
考
え
る 。
こ
の
本に
は
鈴
木
股
や
植
松
茂
岳
の
書
入
が

あ
る
が 、
原
本
と
書
入
の
区
別
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
た
め 、
寛
政
十二
年
の

書
写
当
時
の
状
況
が
把
握
し
や
す
い
と
い
う
大
き
な
メ
リッ
ト
が
あ
り 、
他
の

注
日

『
御
園
詞
活
用
抄」
諸
本
よ
り
信
頼
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る 。
筆
者
は『
活
語
活

用
格」
か
ら
書
入
を
除い
た
部
分
を
原『
活
語
活
用
格』
と
呼
ぴ 、
こ
れ
を「
御

園
調
活
用
抄」
の
代
表
と
認
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た 。

注
ロ

『
冊
子」
は
「
御
園
詞
活
用
抄』
の
原
本
と
言
わ
れ
て
い
る
が 、
果
た
し
て

そ
う
で
あ
ろ
う
か 。
こ
れ
に
つ
い
て
二
つ
の
角
度
か
ら
論
じ
て
み
よ
う 。
第一

に
『
冊
子」
に
み
え
る
道
麿
の
書
入
の
内
容
の
問
題
を
指
摘
し
た
い 。
『
冊
子』

の
第一
会
に
「
ク、」
(
漏)
と
い
う
語
が
挙
がっ
て
い
る
が 、
こ
れ
に
つ
い
て

道
麿
は
「
漏
ノ
注
ア
レ
パ
コ
ノ
部
ニ
入
ベ
キ
詞
ナ
ラ
ズ
ク
ギ
クマ

クマ
ル
也」
と
い
う
付
筆
を
加
え
た
上
に 、
第
十
六
会
に
こ
の
語
を
朱
で
書

き
入
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
原
「
活
語
活
用
格」
に
は
「
ク、」
(
漏)
は
第一

会
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り 、
『
活
語
活
用
格」
で
は
股
ら
が
こ
れ
をい
ぶ
か
る
書
入

を
残
し
て
い
る 。
こ
れ
は
原
『
活
語
活
用
格』
に
道
麿
の
最
終
的
な
考
え
が
反

注
目

映
さ
れ
て
い
な
い
例
で
あ
る 。
す
る
と 、
道
麿
本
「
御
園
詞
活
用
抄』
は
『
冊

子』
よ
り
以
前に
成
立
し
て
い
た
と
み
るべ
き
で
あ
ろ
う 。
こ
の
こ
と
は
第二

の
問
題
で
あ
る
『
冊
子』
と
原
『
活
語
活
用
格』
の
文
法
的
組
織の
違い
か
ら

も
証
明
で
き
よ
う 。
表
l
に
示
す
よ
う
に 、
「
冊
子」
が
文
語
の
用
言
の
活
用
体

注
M

系
を
ほ
ぼ
網
羅
し
か
っ
重
複
す
る
こ
と
が
な
い
の
に
対
し
て 、
原
『
活
語
活
用

格』
はナ変(第三会下・第十八会)
やサ変(第十六会下・第廿四会)
が

重
出
し
て
い
た
り 、
一
音
節
下
二
段
動
詞
を
集
め
た
第
廿
三
会
に
上
二
段
動
調

を
含
め
て
お
り 、
原
「
活
語
活
用
格』
の
方
が
『
冊
子」
よ
り
文
法
的に
未
整

理
の
状
態に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る 。
従っ
て 、
『
冊
子」
を
原
『
活
語
活
用
格』

の
原
本
で
あ
る
と
す
る
と 、
こ
の
間
に
学
問
的
退
歩
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず 、

不
自
然
で
あ
る 。

し
か
し 、
原
『
活
語
活
用
格」
に
は
『
冊
子」
に
み
ら
れ
な
い
語
棄
が
挙
げ

注
目

ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り 、
し
か
も
そ
れ
ら
は
削
除
さ
れ
るべ
き
性
質
の
も
の

で
は
な
い
の
で 、
道
麿
本『
御
園
詞
活
用
抄」
か
ら
『
冊
子」
が
成
立
し
た
と

も
考
え
難い 。
従っ
て 、
『
冊
子」
と
『
御
園
詞
活
用
抄』
は
親
子
関
係(い
ず

れ
の
場合も)
に
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず 、
両
者
は
兄
弟
関
係に
あ
る
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う 。
そ
し
て 、
こ
こ
に
い
う
兄
弟
関
係が
具
体
的に
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は 、
『
冊
子』
の
文
法
的に
み
た
国
語
学
史
上
の
位
置

を
明
ら
か
に
し
た
上
で 、
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。
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従
来 、
『
御
園
調
活
用
抄』
の
国
語
学
史
に
占
め
る
地
位
は
必
ず
し
も
高い
も

の
で
は
な
かっ
た 。
特に
時
枝
誠
記
が
神
宮
文
庫
本
「
活
語
断
続
譜』
を
研
究

注
凶

し
て 、
そ
の
国
語
学
史
上
の
地
位
を
飛
躍
的に
高
め
て
か
ら
は 、
「
冊
子」
の
筆

記
者
で
も
あ
る
春
庭
の
評
価
も
低
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る 。
現
在
で
も
「
調
八

衡」
は 、
股
の
『
活
語
断
続
譜」
を
整
理
し
直
し 、
よ
り
簡
潔
な
活
用
表
を
作

成
し 、
『
御
園
調
活
用
抄』
を
参
考
に
し
て
文
語
の
動
詞
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
活

注
げ

用
形
式
に
属
す
る
か
を
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
が
根
強い 。

だ
が 、
こ
の
説
に
は
「
冊
子」
の
存
在
が
考
慮に
入
れ
ら
れ
て
い
ない
こ
と

を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
文
法
上
未
整
理
の
部
分
の
あ
る
「
御
園
調
活

用
抄」
が
『
詞
八
衡』
に
発
展
す
る
た
め
に
は
『
活
語
断
続
譜」
の
存
在
で
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う
こ
と
は 、
筆
者
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る 。
し
か
し 、
『
冊
子」
に
は『
御
園
調
活
用
抄」
の
よ
う
な
未
整
理
の
部
分

は
な
く 、
変
格
活
用
の
問
題
さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば 、
後
は
整
理
の
第一
の
基
準

を
活
用パ
タ
ー
ン
か
ら
五
十
音
図
の
各
行
順
に
変
え
る
だ
け
で
『
詞
八
街』
の



本
論
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、
『
調
八
衝」

の
総
論
を
読
む
と
動
詞
の
活
用パ
タ
ー
ン
の
主
だっ
た
も
の
は 、
四
段・一
段・

中二
段・
下二
段
の
四
種
類で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
四
種
類
は
『
冊
子』

の
第一
会
か
ら
第
廿
五
会
ま
で
に
すべ
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り 、
し
か
も
各
活
用

パ
タ
ー
ン
毎に
五
十
音
図
の
各
行
順に
編
集
さ
れ
て
い
る
か
ら 、
パ
タ
ー
ン
毎

に
名
称
を
与
え
さ
え
す
れ
ば 、
「
詞
八
衝」
の
総
論
の
骨
格
は
出
来
上
が
る
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

五

『活用言の冊子jについて

右に
述べ
た
よ
う
に 、
『
冊
子」
を
基
と
す
れ
ば 、
『
一詞
八
衝」
は
他
の
文
法

学
説
を
取
り
入
れ
な
く
と
も
成
立
す
る
こ
と
は 、
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え

る 。
た
だ 、
現
在
『
調
八
街」
が
成
立
す
る
た
め
に
は
『
活
語
断
続
譜』
の
存

在
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で 、
『
活
語
断
続

譜」
と
『
詞
八
衝』
の
関
係
を
検
証
し
て
み
た
い 。

こ
こ
で
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は 、
『
活
語
断
続
譜』
が
ど
の
よ

う
な
文
法
学
説
の
下
に
成
立
し
た
か
で
あ
る 。
神
習
文
庫
蔵
の
『
活
語
断
続
薗

説』
は
『
活
語
断
続
譜』
の
初
稿
本
と
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が 、
こ
れ

を
見
る
限
り
で
は 、
か
つ
て
「
活
語
断
続
譜』
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ

う
な
『
あ
ゆ
ひ
抄」
の
影
響
と
み
る
べ
き
も
の
は
な
い 。
『
あ
ゆ
ひ
抄』
が
『
活

語
断
続
譜』
に
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば 、
そ
れ
は
『
活
語
断
続
圃
説』
の
配

列
を「
活
語
断
続
譜」
の
よ
う
に
変
更
し
た
と
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
し 、

こ
れ
と
て
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あっ
て 、
『
あ
ゆ
ひ
抄』
の
影
響
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。
す
る
と 、
腺
の
読
書
状
況
な
ど
か
ら
み

て 、
『
活
語
断
続
譜』
は
主
と
し
て
宣
長
の
著
作
な
ら
び
に
『
御
園
詞
活
用
抄』

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。
と
り
わ
け
『
御
園
詞
活
用
抄」

の
影
響
が
大
き
かっ
た
こ
と
は 、
『
御
園
詞
活
用
抄」
を「
活
語
活
用
格」
と
改

題
し
て
補
訂
作
業
を
行っ
た
事
実 、
「
活
語
トマ
リ
モ
シ
ノ
説』
に「
御
園
調
活

用
抄』
を
見
て
こ
れ
を
述
作
し
た
と
自
ら
述べ
て
い
る
事
実 、
そ
し
て
『
活
語

断
続
譜』
自
体
も
「
御
園
調
活
用
抄』
を
併
せ
見
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
作
成

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
知
実
に
物
語っ
て
い
る 。

と
こ
ろ
で 、
「
御
園
詞
活
用
抄」
は
「
冊
子」
に
比べ
て
文
法
上
未
整
理
の
部

分
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る 。
一
方 、
『
調
八
衝」
に
は『
御

園
詞
活
用
抄」
の
よ
う
な
文
法
上
未
整
理
の
部
分
の
な
い
こ
と
は 、
『
調
八
衝』

を一
読
し
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
ば
誰
し
も
納
得
す
る
で
あ
ろ
う 。
そ
こ
で「
活

語
断
続
譜」
に
文
法
上
未
整
理
の
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た
い 。

表
2
は
『
活
語
断
続強己
の
文
法
的
構
成
を
「
詞
八
衝』
な
ど
と
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
が 、
「
御
園
詞
活
用
抄』
の
持っ
て
い
た
文
法
上
未
整
理
の
部
分
が
ほ

と
ん
ど
克
服
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は 、
サ
変・
ナ
変の
処
置
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
あ
る 。
こ
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば 、
「
詞
八
衝』
は
『
活
語
断
続
譜』
の
影
響

を
受
け
て
い
な
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る 。
で
は 、
「
活
語
断
続
譜」
の
各
論
は

『
詞
八
衝』
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か 。
『
活
語
断
続強己
は
各
活

用
語
の
変
化
形
を
八
種
類
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て 、
「
調
八
衝』
は
ナ
変
動
詞

で
も
五
種
類
の
変
化
の
範
鴫
に
し
て
お
り 、
変
化
形の
数に
つ
い
て
は
『
詞
八

街』
に
『
活
語
断
続
譜」
の
影
響
な
し
と
認
め
ら
れ
る 。
問
題
は
『
冊
子』
で

は
解
決
さ
れ
な
かっ
た
変
格
活
用
の
処
理
に
『
活
語
断
続
譜」
が
影
響
し
た
か

の一
点
に
絞
ら
れ
よ
う 。
初
稿
本
「
調
八
衝』
で
は一
時
的に
シ
ノ
プ
と
ウ
ラ

注
目

ム
を
変
格
活
用
と
認
め
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り 、
こ
れ
を
「
活
語
断
続
譜」
の

詮
凶

影
響
か
と
見
る
説
も
あ
る
が 、
シ
ノ
ブ
は
「
冊
子』
で
四
段
と
上二
段
の
両
方

に
出
て
い
る
語
で
あ
り 、
こ
れ
を
統
合
し
よ
う
と
す
れ
ば
変
格
活
用
とせ
ざ
る

を
得
な
い 。
ま
た 、
ウ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
通
時
的
に
み
れ
ば
四
段 、
上
二
段
の
21 



表2 r活用言の冊子j・『活語断続譜』・初稿本『詞八衝J・板本『調八衝』四本構成対照表

f活用言の冊子j 『活語断続譜J (岡田本) 初稿本 『詞八街』
第 1 会(カ行四段) アク(カ・キ・ク・ケ)1 カ行四段l
第 2会(サ行四段) アカス(サ・シ・ス・セ)2 サ行四段 24
第 3会(タ行四段) アヵ・ツ(タ・チ・ツ・テ)3 タ行四段 15
第 4会(ハ行四段) アフ(ハ・ヒ・フ・へ)4 ノ、行四段6
第5 会(マ行四段) アム(7・ミ・ム・メ)5 マ行四段 10
第6会(ラ行四段) アガル(ラ・ リ・ル・レ)6 ラ行四段 18
第6会別(ラ変) ア リ、ヲ リ( リ・ラ・ノレ)39 ラ行四段 18に付説
第 7 会(カ行下二) アク(ケ・ク・クル・クレ)7 カ行下二5
第8 会(サ行下二) アス(セ・ス・スJいスレ)8 サ行下二 26
第 9会(タ行下二) アツ(テ・ツ・ツル・ツレ)9 タ行下二 17
第10会(ナ行下二) イヌ( ネ・ヌ・ヌル・ヌレ)10 ナ行下二 29
第11会( ノ、行下二) アタフ(へ・フ・フル・フレ)11 ハ行下二 9
第1 2会(7行下二) アツム(メ・ム・ムル・ムレ)12 マ行下二 13
第13会(ヤ行下二) イユ( エ・ユ・ユル・ユレ)13 ヤ行下二 33
第14会(ラ行下二) アル(レ・ル・ル〉・ルレ)14 ラ行下二 20
第15会(ワ行下二) スウ( ヱ・ウ・ウル・ウレ)15 ワ行下二 23
第16会(カ行上二) オク(キ・ク・クル・クレ)16 カ行中二 3
第16下(オハス、マヰラス…宣長補) ナシ (1おはすJはサ変 25)
第17会(タ行上二) オツ(チ・ツ・ツル・ツレ)18 タ行中二 16
第18会(ナ変) イヌ(ニ・ヌ・ヌJレ・ヌレ)19 ナ変 27
第19会(ハ行上二) オフ(ヒ・フ・フ/いフレ)20 ノ、行中二 8
第20会(マ行上二) ウラム(ミ・ム・ムル・ムレ)21 マ行中二13(1うらむ jはマ変12)
第21会(ヤ行上二) オユ( イ・ユ・ユル・ユレ)22 ヤ行中二 32
第22会(ラ行上二) オル( リ・ル・ル〉・ルレ)23 ラ行中二 19
〔第23会 ヰ・ウ・ウル)(ワ行上二 ウ(ヰ・ウ・ウル・ウレ)27 ワ 行 中 二 22(1居Jは ワ 行 一 段
…ヒキウ「率J一語を挙げ後に抹消) 21) 

第23会(アナハ行ー音下二) ウ( エ・ウ・ウ ル・ウ レ)24、ヌ ア行下二 31、ナ行下二 29、ハ行
( ネ・ヌ・ヌ ル・ヌ レ)25、フ(へ・ 下二 9
フ・プjレ・フレ)26

板本 『詞八衝I
カ行四段 3
サ行四段8
タ行四段 11
ハ行四段 17
マ行四段 21
ラ行四段 27
ラ行四段 27に付説
カ行下二7(標目を脱す)
サ行下二 10
タ行下二 13
ナ行下二16
ハ行下二 20
マ行下二24
ヤ行下二 26
ラ行下二 29
ワ行下二 32
カ行中二5
(1おはす jはサ変 9)
タ行中二 12
ナ変 14
ハ行中二 19
マ行中二 23(1うらむjを含む)
ヤ行中二 25
ラ行中二 28
ワ行中二31(1居Jはワ行一段
30) 
ア行下二 2、ナ行下二 16、ハ行
下二 20

。司
令ミ2
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両
方
に
活
用
す
る
動
詞
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で 、
あ
え
て
統一
し
よ
う
と

の一
部
と
し
て
終
止
形
語
尾
の一
部
が
リ
に
な
る
こ
と
を
説い
て
お
り 、
『
冊

す
る
な
ら
ば 、
こ
れ
も
変
格
活
用
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る 。「
活
語
断
続

子』
や
『
御
園
調
活
用
抄』
の
処
置
と一
致
し
て
い
る 。
さ
ら
に
『
活
語
断
続

注
却

益帽』
に
は
こ
の
二
語
の
他
に
も
変
格
的
扱い
を
受
け
て
い
る
動
詞
が
あ
る
が 、

譜』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
下一
段
動
詞
ケ
ル(
蹴)
も
ク
ウ
と
い
う
形
で
ワ

そ
れ
ら
す
べ
て
が
初
稿
本
『
調
八
街」
で
変
格
扱い
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は

行
下
二
段
動
調
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
ら
の
例
は「
詞
八
衝』
が『
活

な
い
こ
と
を
重
視
し
た
い 。
す
る
と 、
『
冊
子」
で
第
廿
四
会
に
混
在
さ
せ
ら
れ

語
断
続
譜』
の
影
響
を
受
け
て
い
ない
か 、
『
活
語
断
続
譜」
の
学
説
を
積
極
的

て
い
た
サ
変・
カ
変
動
詞
を
分
離
さ
せ
る
こ
と
だ
け
が
『
活
語
断
続
譜』
の
影

に
拒
否
し
た
例
と
み
ら
れ
よ
う 。

響
を
受
け
た
可
能
性
の
あ
る
事
例
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が 、
こ
れ
と
て
『
詞
八

以
上
の
考
察
を
総
合
す
る
と 、
『
詞
八
衝』
の
成
立
に
『
活
語
断
続強巴
の
影

注
n

衡」
の
各
論
が
行
別
に
活
用パ
タ
ー
ン
を
類
衆
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
テニ
ヲ

響
を
必
要
不
可
欠
と
み
る
必
要
は
ない
と
い
う
結
論
に
達
す
る 。

ハ
を
受
け
る
と
き
に
ど
の
よ
う
な
語
尾
に
な
る
か
をい
ち
い
ち
検
討
し
て
い
く

と
い
う
方
針
が
固
まっ
た
段
階
で 、
カ
変
と
サ
変
は
分
離
さ
れ
る
運
命
に
あ
る

こ
と
は
決
定
づ
け
ら
れ
た
と
見
て
よ
く 、
そ
の
結
果
が
『
活
語
断
続
譜』
と
ほ

注
幻

ぽ
同
じ
に
な
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
と
さ
え
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か 。
ま
た 、
『
御
園
詞
活
用
抄」
で
は
第
六
会
に
併
せ
説
か
れ
て
い
た
ラ
行
四
段

と
ラ
変
動
調
を『
活
語
断
続
譜」
で
は
完
全
に
分
離
さ
せ
て
い
る
が 、
『
詞
八
街」

の
処
理
は
『
活
語
断
続
譜」
と
は
異
な
り 、
ラ
変
を
独
立
さ
せ
ず
に
ラ
行
四
段

I活用言の冊子Iについて

ー
ノ、

前二
節
で
は
春
庭
の
代
表
的
著
作
で
あ
る『
詞
八
街」
の
源
流
を
探
り 、
「
冊

子』
が
大
き
な
位
置
を
占め
て
い
る
こ
と
を
論
じ 、
『
活
語
断
続
譜」
の
影
響
を

『
詞
八
衝』
に
み
る
必
要
の
ない
こ
と
を
述べ
た 。
本
節で
は 、
こ
の
よ
う
な
考

察
を
基
と
し
て
『
冊
子』
の
著
者に
つ
い
て
改
め
て
論
じ
よ
う 。

「
冊
子」
が
文
法
論
的に
み
て 、
宣
長
の
単
独
の
著
作
で
あ
る
と
見
難い
こ
23 



と
は
既
に
述べ
た
通
り
で
あ
る 。
一
方 、
『
冊
子』
を
外
面
か
ら
眺
め
て
も 、
宣

長
の
著
作
ら
し
か
ら
ぬ
点
が
多々
見
出
さ
れ
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は
筑
摩
版
全

注
幻

集
第
五
巻
の
大
野
晋
に
よ
る
解
題
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で 、
こ
こ
に
は
詳
し

く
述べ
る
こ
と
は
省
略
す
る
が 、
要
す
る
に
浄
書
本
で
な
い
『
冊
子」
の
筆
記

者
が
春
庭
で
あ
る
点
と 、
宣
長
の
著
作
と
し
て
上
梓
し
よ
う
と
し
な
かっ
た
点

が 、
非
常
に
宣
長
ら
し
く
な
い
の
で
あ
る 。
さ
ら
に 、
『
冊
子』
と
兄
弟
関
係に

あ
る
と
み
ら
れ
る
「
御
園
調
活
用
抄」
も
著
者
名
と
し
て
明
確
に
宣
長
の
名
を

冠
し
て
い
る
の
は 、
『
御
固
辞
活
用
鏡」・
股
ら
の
手
の
加
わっ
た
「
活
語
活
用

格』・
東
洋
文
庫
蔵
木
村
正
辞
本・
九
州
大
学
蔵
文
政二
年
城
戸
千
橋
本
な
ど
原

初
の
形
態か
ら
離
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
本
ば
か
り
で
あ
り 、
原
『
活
語
活

用
格』
や
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
居
大
平
所
持
本
な
ど
に
は
宣
長
の
名
が
記
さ

れ
て
い
な
い 。
こ
れ
ら
の
事
実
は
宣
長
以
外
の
誰
か
が
「
冊
子』
の
成
立
に
深

く
関
わっ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
『
御
薗
詞
活
用
抄」
の

注

M

成
立
に
道
麿
が
深
く
関
わっ
て
い
た
こ
と
は 、
既
に
定
説
と
なっ
て
い
る 。『
冊

子』
に
も
道
麿
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は 、
『
冊
子』
に
書
入
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る 。

し
か
し 、
こ
と
『
冊
子」
に
関
す
る
限
り 、
道
麿
よ
り
も
深
く
成
立
に
関
わ

っ
た
人
物
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
こ
こ
に
指
摘
し
た
い 。
そ
れ
は
『
冊
子』

の
筆
記
者
で
あ
り 、
『
詞
八
衝」
の
著
者
で
あ
る
本
居
春
庭
で
あ
る 。
『
冊
子』

の
文
法
学
説
が
「
御
園
詞
活
用
抄」
の
そ
れ
よ
り
も
「
一詞
八
街」
に
近い
こ
と

注
お

は
既
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る 。
ま
た 、
「
詞
八
衝』
に
『
活
語
断
続
譜」
の
影

響
を
認
め
る
必
要
の
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る 。
こ
こ
で
注
意
し

た
い
の
は 、
『
御
園
調
活
用
抄』
も
『
活
語
断
続
譜」
も
『
詞
八
衝』
成
立
以
前

に
本
居
家
に
腺
の
下
か
ら
送
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ 、
春
庭
も
「
詞
八
衡』
の
著

作
に
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
も
し
春
庭
が
『
御

園
詞
活
用
抄』
と
『
活
語
断
続
譜」
の
学
説
を
肯
定
的に
受
付
入
れ
て
『
詞
八

衡』
を
著
作
し
た
な
ら
ば 、
「
詞
八
衝」
は
もっ
と
複
雑
な
構
成
に
なっ
て
い
た

と
思
わ
れ
る 。
し
か
し
実
際
に
は 、
「
詞
八
街』
は
実
に
シ
ン
プ
ル
な
構
成
に
な

っ
て
い
る 。
春
庭
に
は
こ
れ
ら
を
批
判
的に
受
入
れ
る
素
地
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い 。
筆
者
は
そ
の
素
地
と
し
て
『
冊
子」
を
想
定
す
る 。

以
上
は
文
法
論
的
考
察
で
あ
る
が 、
さ
ら
に
別
の
見
地
か
ら
『
冊
子」
の
中

に
春
庭
の
影
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い 。
「
冊
子」
が
春
庭
の
手
で

筆
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
事
実
だ
け
で
は 、
春
庭
は
宣
長
は
じ
め

他
人
の
著
作
を
多
く
筆
記
し
て
い
る
か
ら
『
冊
子』
も
春
庭
の
著
作
と
は
限
ら

な
い
と
の
反
論
も
出
て
こ
よ
う 。
し
か
し 、
こ
の
反
論
を
駁
す
る
資
料
が
残
さ

れ
て
い
る 。
そ
れ
は
筑
摩
版
全
集
別
巻二
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
『
本
居
春
庭
寓

物
質
帳』
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
「
春
庭
が
安
永
七
年
こ
七
七
八)
七
月
か
ら 、

寛
政
元
年(一
七
八
九)
ま
で
の
十二
年
間
に
わ
たっ
て 、
宣
長
の
意
を
承
け
て

注
町四

書
寓
し
た
書
物
に
つ
い
て
の
覚
書」
で
あ
り 、
春
庭
自
筆
の
記
録
と
し
て
貴
重

な
も
の
で
あ
る 。
こ
の
記
録
に
よ
る
と 、
春
庭
は
天
明
元
年
に
は
道
麿
の
「
撰

集
寓
葉
微』
を 、
翌
年
に
は
道
麿
の
『
寓
葉
東
語
菜」
や
宣
長
の
『
直
獲」
を

書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
こ
の
よ
う
に
春
庭
は
道
麿
や
宣
長
の
著
書(
草
稿

を
含む)
を
書
写
し
た
場
合
に
は
そ
の
事
を
記
録
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら 、
『
冊

子」
も
宣
長
や
道
麿
が
著
者
で
あっ
た
な
ら
ば 、
春
庭
は
『
本
居
春
庭
骨荷
物
質

帳」
に
記
録
し
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
『
本
居
春
庭
骨荷
物
質
帳』
に

は
『
冊
子』
に
関
す
る
記
録
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
ない 。
こ
の
こ
と
は
『
冊

子」
の
著
者
が
宣
長
や
道
麿
で
は
ない
こ
と
を
物
語っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る 。
『
冊
子」
の
著
者
が
宣
長
や
道
麿
で
ない
と
す
る
と 、
著
者
は
「
冊
子」
の

筆
記
者
で
あ
る
春
庭
と
い
うこ
と
に
な
る
の
が 、
最
も
自
然
な
論
理
の
帰
結
で

あ
る
まい
か 。
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『
冊
子』
の
著
者
は
春
庭
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
なっ
た
と
い
え
よ

う 。
し
か
し 、
『
冊
子』
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
『
御
園
詞
活
用
抄」
の
多
く
に
は

「
本
居
先
生
州
稿」
と
書
か
れ
て
い
る 。
こ
の「
本
居
先
生」
は
宣
長
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る 。
そ
こ
で 、
宣
長
が
ど
の
程
度「
冊
子」
や『
御

園
詞
活
用
抄」
の
成
立
に
関
わっ
て
い
た
か
を
検
討
し
て
み
た
い 。

『
冊
子』
に
は
宣
長
に
よ
る
書
入
が
多
数
存
在
し
て
い
る 。
そ
れ
ら
の
多
く

は
語
棄
の
増
補
及
び
削
除
の
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
が 、
第
十
六
会
の
次へ
の

増
補・
旧
第
廿
三
会
の
削
除・
巻
末
の
「
附
録」
の
増
補と
い
っ
た
『
冊
子」

全
体
の
組
織レ
ベ
ル
の
書
入
も
見
ら
れ
る
こ
と
は 、
や
は
り
注
目
すべ
き
で
あ

ろ
う 。
こ
の
事
実
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
は 、
宣
長
は
春
庭
の
作っ
た
組
織
立

て
に
必
ず
し
も
満
足
し
て
お
ら
ず 、
自
ら
の
意
見
を
『
冊
子』
に
書
き
入
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
ま
た 、
道
麿
に
『
冊
子」
に
書
入
を
依

頼
し
た
の
も
宣
長
で
あっ
た 。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
対
外
的
に
は 、
『
冊
子」
の

責
任
を
宣
長
が
負っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
合
わ
せ
る
と 、
次
の
よ
う
な
事
情
が
推
測
さ
れ
る 。
即
ち 、
二
十
歳
に

も
満
た
な
い
春
庭
が
『
て
に
を
は
紐
鏡』
な
ど
を
見
て 、
「
冊
子』
の
構
想
を
宣

長
に
話
し
た 。
宣
長
は
こ
れ
に
興
味
を
示
し 、
春
庭
に
編
集
の
実
行
を
勧
め
る

と
共
に 、
道
麿
に
も
春
庭
の
構
想
を
示
し
て
独
自
の
編
集
を
依
頼
し
た 。
こ
の

よ
う
に
し
て
春
庭
が
『
冊
子」
を 、
道
麿
が
『
御
園
詞
活
用
抄」
を
編
集
し 、

注
幻

あ
る
程
度
ま
と
まっ
た
段
階
で
道
暦
と
本
居
家
の
間
で
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ

た 。
こ
れ
が
天
明二
年
十
月
前
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
室
長
は
両
者

の
出
来
に
満
足
で
き
な
か
っ
た 。
そ
の
う
ち
に
道
麿
は
こ
の
世
を
去
り 、
春
庭

も
目
の
不
自
由
な
身
と
なっ
て
し
まっ
た 。
宣
長
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る『
古

事
記
簿」
の
完
成
に
心
血
を
注い
だ
た
め 、
「
冊
子」
の
補
訂に
ま
で
手
が
回
ら

な
かっ
た 。
こ
れ
が
『
冊
子」
と
「
御
園
詞
活
用
抄」
の
出
版
が
宣
長
の
生
前

に
行
わ
れ
な
かっ
た
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か 。

ーーー
も
ち
ろ
ん 、
こ
れ
ら
の
推
測は
裏
付
け
る
資
料
に
之
し
く 、
い
わ
ゆ
る

「
お
は
な
し」
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
断
わっ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ない 。

お
わ

以
上
で 、
『
冊
子」
と
『
調
八
衝」
の
文
法
論
的
連
続
性
は
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
る 。
大
方
の
叱
正
をお
願い
し
た
い 。

注1
本
居
清
造
編
『
本
居
全
集
首
巻』
(一
九二
八、
吉
川
弘
文
館)
所
収 。

注2
本
稿で
「
筑
摩
版
全
集」
と
略
称
して
い
る
も
の
は 、
大
久
保
正・
大
野
晋

編
『
本
居
宣
長
全
集」
(一
九六
八
|

刊
行
中 、
筑
摩
書房)
を
指
す 。

注3
こ
の
経
緯は
本
居
清
造
「「
活用
言の
冊
子」
「
御
園
詞
活
用
抄」
の
研
究』

(一
九
六
O 、
未
刊ノ
l
ト 、

本
居
室
長
記
念
館
蔵)

に
詳しい。
ま
た
特に
断

ら
な
い
限
り 、

本
居
清
造
の
説は
こ
のノ
l
ト
よ
り
引
用して
い
る 。

注4
こ
の
書
簡は
未
だ
紹
介さ
れて
い
な
い
よ
うな
の
で 、
本
居
清
造の
翻
字
を

参
考に
全
文を
掲
げ
る 。「
追
啓
/
擬
集
古
録
ト
申
物
御
覧
被
遊
候
哉
も
し
/

い
ま
た
な
ら
ば
所
持
仕
候
間
可
奉
候
/一
巻
物にて
写
本
也
/
小
野
毛
人
墓
/

那
須
国
造
碑
/
弁
官
符
碑
/
仏
足
石
図
/
霊
碑
/
益
田
池
碑
/
釈
蓬
生
塔
/
日

本
武
尊
憩
坐
石
江
州
サ
メ
ガ
井
/
右ハ
目
録
也」

注5
筑
摩
版
全
集
第五
巻二
三
四
|二

三
六
頁
参
照 。

注6
筑
摩
版
全
集
第五
巻三
八二
l三

八三
頁
参
照 。

注
7
山
田
孝
雄『
園
語
学
史』
(一
九
四三 、
宝
文
館)
五
五
五
|五

六
五
頁
参
照 。

注
8
筑
摩
版
全
集
第九
巻一
八一
頁
(
板
本四
之
巻
四
十オ) 。

注9
ウ
ラ
フ
は
「
冊
子』
及び
『
御
園
詞
活
用
抄』
で
は
第四
会

に
属せ
ら
れ
て

お
り 、
こ
れ
が
下二
段
活
用
と
認め
られ
る
よ
うに
なっ
た
の
は 、
板
本
『
詞
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八
衝』
が
初め
て
の
よ
う
で
あ
る 。
(
初
稿
本『
詞
八
街』
で
は 、
ウ
ラ
フ
は
四

段
活
用に
属せ
ら
れ
てい
る 。)

注
目
『
国
書
総
目
録」

に
は
『
御
園
詞
活
用
抄』
の
写
本が二
十一
種
類 、
活
字

本が
二
種
類
記
載
さ
れ
てい
る
が 、
筆
者
が
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
次

の
十二
本で
あ
る
(
特に
注
記
の
ない
も
の
は
外
題・
内
題
と
も

に
「
御
園
詞

活
用
抄」) 。
(
イ)
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
本、
(ロ)
本
居
宣
長
記
念
館
蔵

本
居
大
平
所
持
本、
(ハ)
神
宮
文庫
本、
(ニ)
九
州
大
学
本
(
文
政二
年
八

月
城
戸
千
楯
書
写
の
奥
書
あ
り) 、
(ホ)
東
洋
文
庫
本
(
安
政二
年三
月
木
村

正
辞の
奥
書
あ
り) 、
(へ)
春
日
井
市
安
藤
氏
蔵
『
活
語
活
用
格」 、
(
ト)

国

立
国
会
図
書
館
蔵「
御
固
辞
活
用
鏡』 、
(
チ)
明
治
十九
年
小
田
清
雄
刊
本(
国

会
図
書
館
亀
田
文
庫
編
者
手
沢
本) 、
(
リ)
黒
川
真
頼
旧
蔵
『
言
語
活
用
抄」

(
内
題「
御
園
詞
活
用
抄」 、
文
政二
年
八
月
城
戸
千
楯
書
写の
奥
書
あ
り) 、(ヌ)

黒
川
真
頼
旧
蔵『
言
語
活
用
抄』(
内
題「
御
園
詞
活
用
抄」 、
奥
書
な
して(ル)

黒
川
真
頼
旧
蔵『
御
園
詞
活
用
抄」
(
文
政
七
年
八
月
の
奥
書
あ
り) 、
(
ヲ)
昭

和
七
年二
月
帝
国
図
書
館
本の
騰
写
本
(
底
本

に
は
安
政
五
年
七
月
石
橋
真
園

の
奥
書
あ
り) 。
(
リ)
か
ら(
ヲ)
は
東
京
大
学
国
語研
究
室
蔵 。
なお 、
「
御

園
詞
活
用
抄」
の
諸
本
の
研
究は
箆五
百
里「
田
中道
麻
呂
と
御
園
詞
活
用
抄」

(『
岐
皐
大
学
研
究
報
告(
人
文
科
学)
第8
号(
2)」 、
一
九
五
九) 、
古
田
東

朔「『
八
衡』
へ
流れ
こ
む
も
の」
(『
国
語
学』
二
三 、
一
九
六
二 、
岡
田
稔・

市
橋
鐸
『
鈴
木
股』
(一
九
六
七 、
鈴
木
股
顕
彰
会) 、
尾
崎
知
光
『
国
語
学
史

の
基
礎的
研
究』
(一
九
八三 、
笠
間
書
院)
等で
な
さ
れ
てい
る 。

注
日
こ
の
筆
者
の
見
解
は 、
覚
前
掲
論
文
と
ほ
ぼ一
致
し 、
古
田
前
掲
論
文・
尾

崎
前
掲
書
と
は
異なっ
てい
る 。
二
人
と
も
注刊
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
御

国
辞
活
用
鏡』
を
『
御
園
詞
活
用
抄」
の
古い
形
態を
示
し
てい
る
と
認め
て

い
る
よ
う
だ
が 、
こ
の
本に
は
奥
書
が
な
く

成
立
時
期を
特
定
で
き
ない
ばか

りか 、
各
会
の
語
集
(
平
仮
名
書
き)

に
お
び
た
だ
しい
量
の
漢
字に
よ
る
語

義
の
解釈
が
付
さ
れ
てい
て 、
か
つ
第
廿
八
会
「
雑」
を
有し
てい
る
とい
う

他の
「
御
園
詞
活
用
抄」
諸
本に
は
全
く
見
ら
れ
ない
特
徴を
有し
て
お
り 、

『
御
園
詞
活
用
抄』
と
し
て
は
改
変を
加
え
ら
れ
た
特
殊
な
本
と
認
め
ら
れ
る 。

注ロ
例
え
ば 、
大
野
晋は
筑
摩
版
全
集
第五
巻
(一
九
七
O)
の
解
題で 、
「『
活

用
言
の
冊
子』
は 、
世に
『
御
園
詞
活
用
抄』
と
し
て
流
布
す
る
もの
の
原
本

で
あっ
て」
(二
六
頁)
と
述べ
てい
る 。

注目
こ
れ
と
同
様の
例は 、
『
冊
子』
の
第三
会
タ
ツ・
タ
ギ
ツ

に
対
す
る
道
麿に

よ
る
付
筆
の
意
見が
原「
活
語
活
用
格」

に
反
映さ
れ
てい
ない
例ゃ 、
『冊
子』

の
第
十一
会モ
チフ

に
対
す
る
道
麿に
よ
る
朱
筆の
書入
が
『冊
子』
で
は
宣

長(
ま
た
は
春
庭)

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
抹消
さ
れ
てい
る

に
も
拘ら
ず 、
『
活

語
活
用
格』
で
は一
日一モ
チ
フ
を
書い
た
上

に
抹
消
し
てお
り 、

本
居
宣
長
記

念
館
蔵
本
居
大
平
所
持
本・
京
大
本
等は一
切
抹
消
を
行っ
てい
ない
例
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。

注M
下一
段
動
詞ケル
(
蹴)
は 、
「
冊
子』
お
よ
び『
詞
八
衝』
で
は
載せ
ら
れ

てい
ない
の

に
対し
て 、
『
御
園
詞
活
用
抄』
で
は
第
廿五
会に
載せ
てい
る 。

なお 、
ク
ウ
の
形
で
は
『冊
子』
お
よ
び
『
御
園
詞
活
用
抄」
と
も

に
第
十五

会
に
載せ
て
お
り 、

『
認
八
衝』
で
も
ワ
行
下二
段と
し
て
載せ
ら
れ
てい
る 。

注目
具
体
例は
尾
崎
前
掲
書
(一
五
九
|一

六
O
頁)
参
照 。

注目
時
枝
誠
記
「
鈴
木
股
の
園
語
学
史上

に
鈴
け
る
位
置に
就い
て」
(「
国
語
と

国
文
学』
四
|一 、

一
九二
七)

注口
例
え
ば 、
山
田
前
掲
書
(
六
六
O|六
六
六
頁)
参
照 。
もっ
と
も 、
尾
崎

は
前
掲
書三
三
九
頁で
こ
れ

に
否
定
的
な
見
解を
述べ
てい
る 。

注凶
足
立
巻一
が
既に
指
摘
し
てい
る(『
新
装
版
や
ち
ま
た』一
九
九
O 、
河

出
書一房
新
社 、
下二
七
八
頁)
よ
うに、
こ
の
うち 、
シ
ノ
ブ
は
初
稿
本
『
詞

八
街」
十
八オ

に
「
此
条
な
し」
と
あ
る
か
ら 、
初
稿
本の
最
終
段
階で
は
変

格で
あ
る
とい
う
説
を
春
庭は
撤
回
し
た
と
み
ら
れ
る 。
なお 、
足
立
前
掲
書

か
ら
本
稿
は
多
大な
影
響を
受
け
た 。

注川口
尾
崎
前
掲
書三
三
七
|三

三
九
頁
参
照 。

注初
『
活
語
断
続
譜』
(
黒
川
本・
岡
田
本)
で
変格
扱い
を
受
け
てい
る
語
は 、

イ
ヌ
・
オフ・
ウラ
ム
の
三
語で
ある 。

注幻
『
活
語
断
続
譜』
(
黒
川
本・
岡
田
本)
で
ス
(
為)・
ク
(
来)
の
二
語に

は
変
格で
ある
旨の
記
号や
注
記
が
み
ら
れ
ない
こ
と
は 、
腺
の
考えに
『
詞
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八
衛」

と
同
じ
次
元
で
の
正
格・

変
格
の
区

別が
あっ
た
か

ど
う
か
を
疑
わ
せ

る
も
の
で

あ
る。

注
幻

な
お、
「
御
園
詞

活
用
抄』

か
ら『
詞
八
衝』

に
発
展
す

る
た
め

に
は、
活
用

語
尾
を

す
べ
て
挙
げ

な
け
れ

ば
な

ら
な
い
と
い
う
ハ

ー
ド
ル
が

あ
り、
そ
の

ハ

ー
ド
ル

を
越
え

る
過
程に
『

活
語
断
続
譜」
の
存
在
が
必
要
不
可
欠

と
い
う
意

見
(
山
田
前
掲
書
六
六

一
頁)
も

あ
る
が 、
ナ

変・
サ
変・

カ
変
以
外

は
『
冊

子』
と
『

て
に
を
は
紐
鏡』

を
合
わ
せ

れ
ば 、
『
詞
八
衝』

に
挙
げ
ら

れ
て
い
る

語
尾
変
化

は
す

べ
て
揃っ

て
い
る

こ
と
を
指
摘
し

て
お
く。

ま
た、
『
詞
八
衡』

へ
の
影
響

を
別
に

し
て、
『

活
語
断
続盛岡』

は
最
初
の
網
羅
的

な
活
用
表
で

ある

と
い
う
点

に
お
い
て
国

語
学
史

上
高い
位
置

を
占

め
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る

こ

と
を
付
記
し

て
お
く。

注
幻
筑
摩
版
全
集

第
五
巻
解
題

二
九
|三

O
頁
参
照 。

注
M
管
見
の
限

り
で

は、
箆
前
掲
論
文
以
来、
異
説

を
見

な
い。

注
お
『
冊
子』

と
『
詞
八
衝」
の
学
説
の
近
さ

を
物

語
る
例

と
し

て、
第
一
節

に

挙
げ

た
ヒ
キ
ウ
(

率)
の
処
置
の
例

を
加
え

るこ
と
が
で
き
よ

う。
こ
の

語
は

『
御
園
詞

活
用
抄」
で

は
第
廿
五

会
に
挙
げ
ら

れ
て
上
一
段
活
用
扱い
さ

れ
て
い

る
に

も
拘
ら

ず、
『
詞
八
衝」
で

は
中
二
段
の
例

語
と

し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る。

注
お
筑
摩
版
全
集

別
巻

二
(一
九
七
七)
の
大
久
保
正
の
解
題
(

四
二
頁) 。

注
幻
道
時四

に
『
御
園
詞

活
用
抄」
の
構
想

を
示
し

た
の

は
宣
長
で

あっ
た
と
み
ら

れ
る
か

ら 、
実
際

に
『
御
園
詞

活
用
抄』
の
編
集

を
進

め
た
の
が
道
麿
で

あっ

て
も、
道
麿

は
師
で

あ
る
「
本

居
先
生」
の
名

を
『
御
園
詞

活
用
抄」

に
記
し

て
お
い
た
の
で

あ
ろ

う。
あ
る
い
は
道
麿

は『
冊子」
(「
御
園
詞

活
用
抄』)
の

原
案

を
考
え

た
の
が
春
庭
で

あっ
た

こ
と
を
宣
長

か
ら
間い

て
い
た
た
め、
わ

ざ
と
「
本

居
宣
長
先
生」

と
記
さ

な
かっ
た
の

か
も
し

れ
ない。

[
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文
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の
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「
国
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学
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に

が
り

る
鈴
木
股」
(「
安
藤
教
授
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祝
賀
記
念
論

文
集』
一
九

四
O 、
三
省
堂)

時
枝
誠
記
『
国

語
学
史』
(

一
九

四
O、
岩
波
書
庖)

古
田
東
朔
「
〈
国

語
学
資
料
覆
刻
〉

付
解
説

活
語
断
続
圃
説
(
神
習
文
庫

蔵)・
活
語
断
続
譜・
言

語
四
種
論・
言

語
音
声
考
(
黒
川
文
庫
蔵)」
(『
人
文

科
学
科
紀
要
(
東
大
教
養
学
部)」

四
八、
一
九
六
九)

岩
田
隆
「
田

中
道
麿
の
松
坂
訪
問」
(『
文
莫』
三 、
一
九
七
八)

水
野
清
「
鈴
木
朗
の
借
書
簿」
(『
文
莫』

四、
一
九
七
九)

尾
崎
知
光
解
説
『
詞
八
衛』
(一
九
九
O 、
勉
誠
社) 首

巻』
一
九

二
八、
吉
川
弘

付

記

①本
稿

は
国

語
学

会
平
成

四
年
度
春
季
大

会
(
珍
筑
波
大
学)

に
て
「
御
園
詞

活
用

抄
を
め
ぐっ

て」
と
題
し

て
行っ
た
研
究
発
表に
全
面
的
改
訂

を
加
え

た
も
の

で
あ
る。
発
表
席

上、
諸
先
生か
ら
貴
重

な
御
意
見・
御

助
言

を
頂
戴
し

た。

記
し

て
感
謝
の
意

を
表
す 。

②
資
料
の
利

用
に

関
し

て
は、
京
都
大
学
附
属
図
書
館・
九
州
大
学
附
属
図
書
館・

国
立
国

会
図
書
館・
東
京
大
学
国

語
研
究
室・
神
宮
文
庫・
本

居
宣
長
記
念
館・

鈴
木
腺
学

会
の
関
係
各
位の
御
高
配

を
賜っ

た。
特

に、
本

居
宣
長
記
念
館
の

吉
田
悦
之
学
芸
員

に
は
「
冊
子」
の
筆
跡

に
つ
い
て
貴
重

な
御
意
見

をい
た
だ

い
た。
記
し

て
感
謝
の
意

を
表
す 。

③
本
稿は
平
成
三・

四
年
度
科
学
研
究
費
(

特
別
研
究
員
奨
励
費)

に
よ

る
研
究
成

果
の

一
部
で

あ
る。

||
京
都
大
学
研
修
員
||

(
平
成

四
年
十
月
十

四
日
受
理)

(
平
成

四
年
十

二
月
十
六
日
改
稿
受
理)
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